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板坂さんが登録をしたのは平成21年のこと。台風の
際の浸水と病気で寝込んだことがきっかけになった。
「自分はまだ体は動くけれど、被害を受けたらひとりで

はどうにもならない。持病
もあるし、台風のときに夜
中ひとりでいるのがとても
不安だった」
今では大雨や台風のとき
には様子を見に来てくれる
ので安心できる、と板坂さ
んは語る。
「病気のときでも買い物や
食事を気軽に頼めるので助
かります。だんだんと地域
のまとまりがよくなってい
るのを感じますよ」

はじまりは平成16年の台風だった、と語る玉井さん。
松の下地区を高潮が襲い、繋いでいた船が道路に乗り
上げるほどの災害にさらされました。
「これは地域で助けあわない
と無理だと思いました。ひと
りでは逃げることもできない
場合がある」
『大雨時の見回り』『土のう
づくり』など、体力の必要な
活動を通じて参加者の意識が
変わり、今では男性が地域の
活動を引っ張るように変化し
てきたとのこと。
「集まると誰かの体調が悪い
とか、自然とみんなの話が出
ますね」

では、今、何ができるのか？

地域で取り組める
「災害時の手助け」「日常の見守り」

が、一番求められている。

多くの人が「災害時の手助け」「日常的な声かけや見
守り」は、地域の助け合いによって取り組める活動だと
考えています。
また、地域で助けてほしいと思う内容についても「災
害時の手助け」「日常的な声かけや見守り」が同じく１
位と２位を占めていました。

まずは登録してみよう
要援護者の登録 支援者の登録

今は、ひとり暮らしでも安心できる これは地域で助けあわないと、無理だ

そ
の
と
き
必
要
な
情
報
は
？

支えあう 
地域を目指して
～災害が起こる前に、 今、 できること～

対象者
●重度の障害がある
●ひとり暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯
●介護認定が要介護３以上
●そのほか上記に準ずる状態の人

対象者 誰でもできます。まずは福祉課まで連絡を。
活動内容
● 台風や地震の時に、安否確認や要援護者を誘って
一緒に避難する
●日頃から、できる時に声かけや見守り活動を

▲板坂恵美子さん ▲玉井春男さん

本
当
に
避
難
所
ま
で
た
ど
り
つ
け
ま
す
か
？

地域の協力や助け合いによって
� できることはどんなこと？
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心配事などの相談相手

市役所などへの届出や連絡

掃除・ごみ出し、簡単な家の修理

外出時の車などによる送迎

急病時の看病や家族の世話

買い物・食事の世話

外出時の子どもの世話

特にない

その他

無回答

災害時の手助け
声かけや見守り

※東かがわ市地域福祉計画（Ｈ23.３作成）アンケート結果より抜粋



見守り活動

災
害
時
避
難
支
援
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今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

安
否
確
認

見
守
り
活
動
は
実
際
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
活
動
を
し
て
い
る
人

に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

特
に
日
を
決
め
て
訪
問
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
、
と
民
生
委
員
の
西
森
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
何
度
も
訪
れ
た
ら
か
え
っ
て
迷
惑
に
な
る
場

合
が
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
要
望
も
状
況
も
違
う

か
ら
、
人
伝
い
に
様
子
を
聞
い
た
り
ね
」

「
二
年
前
に
初
め
て
見
に
来
て
く
れ
た
と
き
は

誰
か
と
思
っ
た
」
と
、
見
守
り
活
動
に
驚
い
た

経
験
を
語
る
人
と
も
、
今
で
は
と
て
も
打
ち 

解
け
あ
っ
て
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

個
別
支
援
計
画

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
行
政
の

支
援
も
届
き
に
く
い
状
況
に
な
り
、
地
域
が
連

携
し
て
の
迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら
災
害
時
要
援
護
者

の
具
体
的
な
情
報（
緊
急
連
絡
先
や
こ
れ
ま
で

に
か
か
っ
た
病
気
な
ど
）を
把
握
し
て
整
理
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
個
別
支
援

計
画
と
言
い
ま
す
。

避
難
時
に
役
立
つ
情
報
を
地
域
で
共
有
し
、

災
害
の
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

先
日
の
台
風
の
際
に
も
「
避
難
し
た
く
て
も
体
が
不
自
由
で
避
難
で
き
な
い
」「
家
で
じ
っ

と
し
て
い
る
し
か
方
法
が
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

残
念
で
す
が
、
市
が
全
て
の
人
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
助（
自
分
と
家

族
）・
共
助（
地
域
・
町
内
会
）・
公
助（
行
政
機
関
）が
力
を
合
わ
せ
て
初
め
て
大
き
な
被
害

を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
は
必
ず
起
こ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
後
悔
し
な
い
た
め
に
、
一
緒
に
地
域
の

防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
先
】　
市
民
部
福
祉
課
　
℡
26
‐
１
２
２
８

そ
の
と
き
必
要
な
情
報
は
？

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
代
表
的
な 

地
域
の
見
守
り
活
動
で
す
が
、
こ
れ
も
最 

初
か
ら
う
ま
く
い
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
じ
め
の
こ
ろ
は
挨
拶
も
な
か
っ
た
ん
だ
、

と
代
表
の
成
瀬
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

挨
拶
を
続
け
る
こ
と

で
、
自
然
に
子
ど
も

に
挨
拶
が
生
ま
れ
、

今
で
は
子
ど
も
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み

に
す
る
ほ
ど
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

自
分
に
で
き
る
距
離
か
ら�

�

見
守
り
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ おはようさん。今日もげんきでか？

台風がきたら、

一緒に避難しようでな！

隣近所は

大事にせないかんな

困ったことないでか？いつでも言うてよ。

防
災
福
祉
マ
ッ
プ

防
災
福
祉
マ
ッ
プ
と
は
、
地
域
の
人
が
集
ま

り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
経
路
や
要

援
護
者
の
家
、
危
険
箇
所
、
避
難
場
所
な
ど
の

情
報
を
出
し
合
い
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
の
地
図
に
、
色
分
け
し
て
わ
か
り
や
す
く

記
入
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
で
情
報
を
共
有
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

本
当
に
避
難
所
ま
で
た
ど
り
つ
け
ま
す
か
？

▲福栄地区でのマップ作りの様子

地域福祉活動支援制度
地域で行う避難支援者の個別支援計画づくりや、
一人暮らし高齢者・障がいのある人・子どもの見
守り活動に必要な用品代などを支援します。

具体的な補助対象
● 見守り活動をする人たちの腕章、ジャンバー、
懐中電灯などの購入費。
● 個別支援計画や防災福祉マップづくりなどに必
要なマジックや用紙代。

※申請は自治会や自主防災組織で行ってください

気
楽
に
で
き
る
参
加
型
の
研
修
会
で
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
で
き
て
よ
か
っ
た
。

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
て
、
地
域
を
も
っ
と

知
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
た
。
防

災
意
識
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
か
な
い
と
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
地
域
の
み
ん
な
で
協
力
し

て
作
る
こ
と
が
な
に
よ
り
重
要
だ
と
思
う
。

作
成
に
参
加
し
た
福
祉
委
員
か
ら
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東
か
が
わ
で

マ
イ
・
ホ
ー
ム
！

若者住宅取得補助金制度を開始

市
で
は
、
市
内
で
住
宅
を
取
得
し
定
住
す
る
人
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
日
時
点
で
満
40
歳
以
下
の
人
が

住
宅
を
新
築
・
購
入
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補助額最高100万円！！

対象は？
平成23年10月１日以降、新規に自己名義の住宅を取得する満40歳（補助金申請時点）
以下の人。ただし、市税や公共料金を滞納していないこと。
共有名義の場合は、持分が½以上の人（持分が½ずつの場合は、持ち主のいずれか一方）
が申請できます。土地は他の人の名義でもかまいません。

補助金額
●新築する場合（建売住宅を含む）
住宅取得費の５％
契約先が�市内事業者の場合　上限�100万円�

市外事業者の場合　上限� 90万円
●中古住宅を購入する場合
住宅取得費の５％（上限50万円）

補助の対象となる経費
住宅取得費
（住宅の建築工事請負契約か売買契約の金額）
※�同時に購入する敷地の費用を含めることがで
きます。

受付期間
平成23年12月１日～平成28年３月31日

申請書類
①補助金交付申請書
②市内定住誓約書
③�住民票（世帯全員）、または外国人登録原票
記載事項証明書
④�住宅の工事請負契約書か売買契約書の写し
⑤住宅の位置図と宅内見取図
⑥取得予定地の現況写真
⑦�前住所地の完納証明書（市外からの転入者
のみ）

市
に
は
定
住
を
希
望
す
る
人
の
た
め
に
、
補
助

制
度
・
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

活
気
溢
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
一
緒
に
東
か

が
わ
市
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

申請書類などはホームページからダウンロードできます。
URL　http://www.higashikagawa.jp/itwinfo/i4771/
申請希望の場合は、事前に政策課へお問い合わせください。

【申請・問合先】　総務部政策課　℡ 26-1215　℻ 26-1334

定
住
促
進

定
住
促
進
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市
に
は
定
住
を
希
望
す
る
人
の
た
め
に
、
補
助

制
度
・
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

活
気
溢
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
一
緒
に
東
か

が
わ
市
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ふるさとでの就職、考えてみませんか？

市ふるさと就職推進センターを開設

まずは登録を！

※ 登録の申し込みを受け付けできない場合もありますの
でご了承ください。

新規学卒者の採用を行っている�
� 市内企業を知っていますか？ 左のグラフは、この夏に行った市出身の若者

のみなさんへのアンケート結果です。
なんと約８割の人が、求人を行っている市内
企業のことを知らないということでした。
そこで、センターのホームページに市内求人
情報のほか、市内企業の魅力などを掲載してい
ます。ぜひご覧ください。（左記URL参照）

また、登録者を対象に市内の就職関連情報を
随時提供していきます。
実際に求職を希望する人は、事前連絡後セン
ターにお越しください。専門の相談員が個別面
談を行い、求人を案内します。

場 所� 市役所引田庁舎４階　商工観光室内
時 間� 8：30～17：15（土日祝除く）
問合先� ℡ 33-4145（さーさーよいしごと）
Ｗｅｂ � http://www.higashikagawa-syusyoku.jp/
M a i l � furusato@higashikagawa-syusyoku.jp

求人申込を希望する事業所は、まずはセンターに
ご連絡ください。専門の相談員が訪問します。

４社以上� 7％
３社� 3％
２社� 5％
１社� 6％
知らない� 79％

対象は？
太陽光発電設備を市内の住宅などに設置するか、設備のある分譲住宅などを購入する人�

住宅用太陽光発電システム

地球温暖化の防止と、環境保全意識の高揚を図り、
環境にやさしいまちづくりを推進するため、住宅用
太陽光発電システムを設置する人に補助します。

受付期間　平成23年10月１日～平成28年３月31日

申請要件
●市内に住所がある
●電力会社と電力受給契約を締結している
●�申請者やその世帯に属する人が市税や公共料金�
を滞納していない
●以前に市の太陽光発電補助金を受けていない

対象設備
未使用品の太陽光発電システム

補助金額
最大出力１ｋｗ当たり５万円（上限10万円）

【申請・問合先】　市民部環境衛生室　℡ 26-1226

必ず設置工事の着手前に申請してください。

予約申請がないと補助が受けられません。

設置費補助制度が開始

注意

▲センターホームぺージ

▼相談風景

補助額上限

10万円

定
住
促
進

定
住
促
進



どこまでがもの忘れで、どこからが認知症？

　
自
分
の
歯
で
食
べ
物
を
味
わ
う
こ
と
や
会
話

を
楽
し
む
こ
と
は
、
健
や
か
で
豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
大
変
重
要
で
す
。
歯
の
健
康
は

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
り
ま
す
。

生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
家
族

み
ん
な
で
定
期
健
診
や
お
口
の
ケ
ア
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
先
】　
市
民
部
保
健
課
健
康
づ
く
り
グ

ル
ー
プ 

℡
26
‐
１
２
２
９

●
お
口
の
状
態
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

受
診
の
時
期
や
間
隔
は
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

と
相
談
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

●
食
後
の
歯
み
が
き
習
慣
の
あ
る
人
の
割
合
は
、

小
学
生
60
．５
％
、
中
学
生
75
．０
％
で
す
。
３

歳
児
健
診
に
お
い
て
虫
歯
の
な
い
幼
児
の
割
合

は
69
．７
％
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
つ
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
歯
み
が
き
習
慣
が
大
切
で
す
。

お
い
し
く
か
め
る
自
分
の
歯
を
守
ろ
う
！

め
ざ
せ
、
健
康
東
か
が
わ

認知症は早期発見・早期治療を

【問合先】　市民部保健課地域包括グループ　℡26-1261

いつも身近に

地域包括支援センター

単なるもの忘れと、認知症（病気によるもの忘れ）は違います。
認知症も他の病気と同じで、早期発見・早期治療が大切です。
認知症かもしれないと思ったら、早めに相談や受診をしましょう。

食べたメニューを思い出せない
　　　　もの忘れ
食べたこと自体を覚えていない
　　　　認知症の疑いがあります

治療はできる？

● 「たまに同じこと」を言うという
より、「しょっちゅう同じこと」を
言ったり聞いたりする。

● 「ときどき」探し物をするというよ
り、「いつも」探し物をしている。

● 人の名前がすぐ出てこないのではな
く、ヒントを言っても思い出せない
ことがある。

　認知症は、老化による単なるもの忘れと区別がつ
きにくい病気です。本人や家族が「年のせいでしょ」
と思うような日常の些細な変化が、認知症のサイン
かもしれません。下記のようなことがあれば要注意
です。見逃さないようにしましょう。

相談するメリットは？

いつ、何科のお医者さんに相談したらいい？

　現在、認知症の約半数を占めるアルツハイマー型
認知症には、症状の進行を遅らせる薬があり、早め
に服用するほど効果が期待できます。

　検査してみたら認知症ではなく、うつなどの別の
病気が見つかることもあります。
　まずは相談や検査をしてみることが大切です。

　精神科や心療内科でなくても、普段かかって
いるお医者さんにも相談できます。
『もの忘れ外来』をしている病院もあります。
認知症は、約２年で軽度から中等度へ進行す
るという報告もあります。「認知症かもしれな
い。でもまさか」というくらいのうちに、一度、
相談することをおすすめします。

こんなことはありませんか？

８
月
25
日
に
県
歯
科
医
療
専
門
学
校
で

「
香
川
県
よ
い
歯
の
児
童
生
徒
審
査
会
」が

行
わ
れ
、
歯
に
関
す
る
筆
記
試
験
や
口
腔

検
査
な
ど
の
審
査
の
結
果
、
大
川
中
学
校

３
年
生
の
久
米
直
子
さ
ん
が
み
ご
と
第
１

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
久
米
さ
ん
は
、
歯
の
健
康
の
た
め
に
、

１
日
４
回
、
１
回
当
た
り
５
分
間
歯
を
み

が
き
、
間
食
は
と
ら
ず
、
虫
歯
に
な
り
や

す
い
清
涼
飲
料
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

久
米
直
子
さ
ん

（
大
川
中
３
年
）

第
１
位

市
の

現
状

　
定
期
健
診
を
受
け
る
人
の
割

合
が
、
ど
の
世
代
に
お
い
て
も

国
の
目
標
値
よ
り
低
く
、
特
に

働
き
盛
り
の
世
代
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

働
き
盛
り
の
世
代

（
25
～
44
歳
）

熟
す
世
代

（
45
～
64
歳
）

稔
る
世
代

（
65
歳
～　

）

国
目
標
値

30
．０
％

22
．８
％

26
．５
％

14
．８
％

資
料
：「
笑
顔
は
つ
ら
つ
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
」よ
り

健康づくりマスコット

えがおちゃん

定期的な歯科健診の
受診者の割合

医
療
費

　
歯
科
健
診
を
受
け
て
い
る
人

は
、
受
け
て
い
な
い
人
と
比
べ

て
、
全
身
に
か
か
る
医
科
の
医

療
費
が
１
年
間
に
約
10
万
円
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
健
診
あ
り

歯
科
健
診
な
し

４
３
１
，５
５
７
円

３
３
６
，１
３
２
円

資
料
：�

平
成
21
年
度
香
川
県「
歯
の
健
康
と
医

療
費
に
関
す
る
実
態
調
査
」よ
り

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
ち
、

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
よ
う

健康づくりマスコット

げんきくん

歯科健診と
医科診療費

香
川
県
よ
い
歯
の
児
童
生
徒
審
査
会
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育
教
庭

�

◆ 

◆ 

思
い
や
り  

◆
◆

人
を
差
別
す
る
よ
う
な
子

に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い

　
親
は
、
子
ど
も
が
い
じ
め
に
加

わ
っ
た
り
、
他
人
を
差
別
し
傷
つ
け

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
、

そ
れ
が
人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
い
行

い
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
際
、
理
屈
で
あ
れ
こ
れ
言
う

よ
り
、
子
ど
も
を
愛
し
て
い
る
こ
と
、

す
て
き
な
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、

弱
い
者
を
い
じ
め
た
り
差
別
し
た
り

す
る
の
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
こ

と
、
人
が
傷
つ
く
の
を
喜
ぶ
こ
と
に

怒
り
を
感
じ
た
こ
と
、
二
度
と
し
て

ほ
し
く
な
い
こ
と
、
な
ど
親
と
し
て

の
ほ
ん
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
る
努

力
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ま
ず
親
自
身
が
偏
見
を
も

た
ず
、
差
別
し
な
い
、
許
さ
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
示
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
文
部
科
学
省 

「
家
庭
教
育
手
帳
」
よ
り

【
問
合
先
】　
市
教
委
生
涯
学
習
課

℡
26
‐
１
２
３
８

差
別
を
し
な
い
偏
見
を
も
た
な
い

子
に
育
て
る

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く
こ
と
は
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

育
成
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

育
て
よ
う
健
や
か
に

　
　

支
え
よ
う
み
ん
な
で

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
小
・
中
学

生
の
非
行
・
被
害
防
止
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
全
作
品
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
の
非
行
・
被
害
防
止
ポ
ス
タ
ー
展

11
月
１
日（
火
）〜
８
日（
火
）　
市
交
流
プ
ラ
ザ
２
階

　
　
10
日（
木
）〜
17
日（
木
）　
引
田
公
民
館
ロ
ビ
ー

　
　
21
日（
月
）〜
28
日（
月
）　
大
内
公
民
館
ロ
ビ
ー

11月は児童虐待防止推進月間

オレンジリボンキャンペーン
　オレンジリボンには、「自分の気持ちに気づくことは、
子どもの虐待防止につながります」というメッセージが込
められています。

　最近、児童虐待の悲しいニュースが目立つようになり
ました。虐待相談対応件数は全国的にも増え、本市も増
加傾向にあるのが現状です。
　子どもの虐待の背景には家族間のストレスや子育てに
おける孤立に加え、社会的要因などがあると言われてい
ます。虐待をする親と子どもには、周囲のあたたかい支
えと適切な支援が必要なのです。

【問合先】 市民部子育て支援課
℡ 26-1231

市内でこんなことをしています
子どもフェスティバル
11月27日（日）　10時～15時
　参加者のみなさんにオレンジリボンを作ってもらいます。
作っていただいた人には風船をプレゼント。

市庁舎玄関をオレンジリボンでディスプレイ

24時間電話相談
11月13日（日）９時30分 ～20日（日）18時30分
児童家庭支援センターけいあい ℡ 25-6067
　子育てに悩んでいる、まわりで気になる子ど
もがいる、家族からつらいめにあわされている
など、気になることがある人は、いつでも連絡
してください。

おやっ？　もしかして、と思ったら
◆子どもの虐待・相談（通告）窓口◆
　　 市民部子育て支援課
　　 　２５ - ７８３０（相談専用ダイヤル）
　　 県子ども女性相談センター
　　 　０８７ - ８６２ - ８８６１（緊急の場合）
　　 全国共通ダイヤル
　　　 ０５７０ - ０６４ - ０００（24時間受付）

あなたの一声が大きな力になります

【
問
合
先
】　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
　
℡
24
‐
１
０
０
５

▽
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る（
あ
い
さ
つ
な
ど
）

▽
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る

▽
子
ど
も
た
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
て
ほ
め
る

▽
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
を
築
く

▽
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る

▽
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る

▽
子
育
て
中
の
親
に
寄
り
添
い
、
子
育
て
に
か
か
わ
る
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研修会内容 対 象
①出前講座
「キラリ輝くまちづくり出前
講座」（政策課がとりまとめ）

自治会、社会教育団体など、市
内に在住・通勤・通学している
人がつくる10人以上の団体

②しあわせ講座
人権個別学習会

①の対象団体、人権問題を学習
したい２人以上の任意グループ
など

③映画会
自治会総会などの集会時に合
わせた映画会（視聴覚機材の
貸し出しもします）

団体、グループ、自治会など

④しあわせづくり講演会
人権問題講演会 全市民

来てね、しあわせづくり
　しあわせづくり研修会は、今年度からの第Ⅲ期実施計画に
そって実施しています。
　今年度（１年目）は、市内すべての人を対象に、様々なグルー
プや自治会からの依頼を受け、７月下旬から実施しています。
随時受付していますので、下記問合先まで申し込みください。

【問合先】　市民部人権推進室　℡ 26-1227

講師：喜岡　淳さん
　　　　（香川人権研究所）
場所：市交流プラザ  多目的ホール

しあわせづくり講演会
だれでも参加できます。

「人権尊重の仕事スタイル」
  11月17日（木）　18時30分～20時
　企業や仕事をしている人が対象です。

11月19日（土） 10時～11時30分
「知って得する人権情報」

知って得する情報や聞いて驚くような
お話、「なるほど」と納得できるヒン
トがたくさん聞けます。

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

親
密
な
関
係
に
あ
っ
て
も
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
な

ど
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

○ 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
殴
る
・

蹴
る
な
ど
の
身
体
的
な
暴
力
だ
け

に
限
り
ま
せ
ん
。

○ 

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
暴
言
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
殴
る
そ
ぶ

り
を
し
て
脅
か
す
、
実
家
や
友
人

と
付
き
合
う
の
を
制
限
す
る
な
ど

は
、
精
神
的
暴
力
に
当
た
り
ま
す
。

○ 

性
行
為
の
強
要
、
避
妊
へ
の
非
協

力
な
ど
は
性
的
暴
力
に
あ
た
り
ま

す
。

○ 

子
ど
も
に
暴
力
を
見
せ
る
こ
と
は

児
童
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

　
こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
だ
け
で
な
く
、

女
性
に
対
す
る
暴
力（
売
買
春
、
人

身
取
引
、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
）に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な

い
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
先
】　
市
民
部
人
権
推
進
室
　

℡
26
‐
１
２
２
７

暴
力
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が

相
談
窓
口

県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
℡
０
８
７
‐
８
３
５
‐
３
２
１
１

電
話
相
談（
月
〜
土
）
９
時
〜
21
時

来
所
相
談（
月
〜
金
）
８
時
30
分 

 

〜
17
時
15
分

（
ど
ち
ら
も
年
末
年
始
、
祝
日
は
休
） 

※
来
所
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

か
が
わ
男
女
共
同
参
画
相
談
プ
ラ
ザ

　
℡
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
１
９
８

　
月
〜
金
　
８
時
30
分
〜
17
時

（
年
末
年
始
、
祝
日
は
休
）

　香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
＃
９
１
１
０

　
　
　（
全
国
共
通
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
℡
０
８
７
‐
８
３
１
‐
０
１
１
０

※ 

最
寄
の
警
察
署
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番
へ

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
　（
全
国
共
通
・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
11
月
14
日（
月
）〜
20
日（
日
）

　
　
月
〜
金
　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
土
・
日
　
10
時
〜
17
時

※ 

人
権
擁
護
委
員
、
高
松
法
務
局
職

員
が
相
談
を
受
け
ま
す

市
家
庭
児
童
相
談
室

　
℡
25
‐
７
８
３
０

　
月
〜
金
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
年
末
年
始
、
祝
日
は
休
）

市
民
部
人
権
推
進
室

　
℡
26
‐
１
２
２
７

　
月
〜
金
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
年
末
年
始
、
祝
日
は
休
） 
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9

災害復旧費　7,582万 4千円

諸支出金　1,858万 3千円

22
年
度
の
決
算
状
況

市
の
１
年
間（
４
月
〜
翌
年
３
月
）の
収
入
と
支
出
を
目
的
別
に
集
計
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
は
２
０
８
億 

４
７
５
万
２
千
円（
前
年
度
比
25
．７
％
増
）で
あ
り
、
歳
出
は

１
８
８
億
６
５
８
万
７
千
円（
前
年
度
比
21
．８
％
増
）で
し
た
。

こ
の
差
引
額
は
19
億
９
，８
１
６
万
５
千
円
で
、
実
質
単
年

度
収
支（
17
億
２
，６
８
０
万
９
千
円
）と
、
共
に
黒
字
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
や
繰
越
金
と
し
て
、
翌

年
度
へ
回
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計

※財政調整基金と減債基金の合計

市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

54
万
２
，９
３
１
円
使
わ
れ
ま
し
た

 

人
口
３
４
，６
３
９
人
（
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
）

【
問
合
先
】　
総
務
部
政
策
課
　
℡
26
‐
１
２
１
５

特
別
会
計
・
企
業
会
計

歳 出 額

43億 4,691万 9千円

32億 7,631万 9千円

2,847万円

8万 8千円

3億 423万 4千円

4億 4,745万円

6,104万 9千円

4億 2,436万 5千円

歳 入 額

45億 4,686万 4千円

33億 5,254万 6千円 

3,101万 5千円

8万 8千円

3億 733万 7千円

4億 4,760万 8千円

7,780万 2千円

4億 2,519万 3千円

区 分
国民健康
保険事業

介護保険事業

介護サービス事業

老人保健事業

下水道事業
農業集落
排水事業

商品券事業
後期高齢者

医療事業

企
業
会
計
は
水
道
事
業
に
か
か
る
も
の
で
す
。
地
方
公
営
企

業
法
の
適
用
を
受
け
、
水
道
使
用
料
金
な
ど
で
経
営
・
事
業
を

行
う
会
計
で
す
。

支 出 額

5億 8,773万 5千円

5億 7,713万 1千円

収 入 額

6億 3,679万 4千円

2億 246万 1千円

区 分

収益的収支

資本的収支

特
別
会
計
は
保
険
料
や
使
用
料
、
事
業
運
営
な
ど
特
定
の
収

入
を
支
出
に
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
た
会
計
で
す
。

【単位：百万円】

【単位：百万円】

自主財源
29.9％

依存財源
70.1％

議会費　1億 6,535万円

衛生費　13億 8,932万 2千円

労働費　7,719万 7千円

農林水産費　8億 2,956万 7千円

商工費　2億 3,797万 1千円

土木費　9億 2,333万 5千円

消防費　5億 3,594万 5千円

教育費　32億 857万 4千円

歳出　188億 658万 7千円

歳入　208億 475万 2千円

17790

17147

17224

16027

14876

13826

12890

13136

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

1340
1591

1771

1948

2360
2632

2883

3002

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

市債残高

基金残高

特別会計

企業会計（水道）

民生費　38億 664万 8千円

市税　38億 2,554万 5千円

分担金負担金
 3億 2,820万 9千円
使用料手数料
 2億 6,316万 3千円

財産収入
 5億 6,392万 7千円

その他　965万 2千円

繰越金　11億 853万 1千円

諸収入　1億 2,577万 7千円

地方譲与税　1億 4,233万 9千円
地方消費税交付金　3億 3,008万 4千円

その他　1億 2,495万 8千円

地方交付税　56億 5,354万 6千円

国庫支出金　52億 7,319万 1千円

県支出金 　10億 3,213万円

市債　20億 2,370万円

総務費　55億 6416万 2千円

公債費　19億 7,410万 9千円



東
部
幹
線
揚
水
機
場（
さ
ぬ
き
市
）　
９
月
22
日

丹
生
小
学
校
の
４
年
生
46
人
が
社
会
科
の
授

業
で
大
川
町
田
辺
池
に
あ
る
東
部
幹
線
揚
水
機

場
を
見
学
し
、
香
川
用
水
土
地
改
良
区
の
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
、
香
川
用
水
の
歴
史
や
役

割
、
ポ
ン
プ
場
の
仕
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

東
部
幹
線
揚
水
機
場
は
、
香
川
用
水
の
農
業

９
月
16
日

敬
老
の
日
を

前
に
藤
井
秀
城

市
長
と
田
中
貞

男
議
長
が
、
100

歳
以
上
の
高
齢

者
３
名
と
高
齢

者
福
祉
施
設
５

カ
所
を
訪
問
し

て
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

今
年
100
歳
を

９
月
10
日

「
清
少
納
言
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

る
清
少
納
言
宮
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
訪
れ
た
人
は
無
病
息
災
を
願
い
、

与
治
山
山
頂
の
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

山
道
入
り
口
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、

恒
例
の
清
少
納
言
ま
つ
り
音
頭
、
カ
ラ
オ

引
田
公
民
館
　
９
月
18
日

地
域
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
と
、

地
元
出
身
の
大
ス
タ
ー
「
ブ
ギ
の
女
王
笠
置
シ

ヅ
子
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
、

引
田
ま
ち
並
み
保
存
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

香
川
用
水
の
ポ
ン
プ
場
を
見
学

ブ 

ギ
の
女
王
が 

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
よ
み
が
え
る

昔
話
に
花
が
咲
き
ま
す

古
い
言
い
伝
え
の
あ
る
お
祭
り

人
形
劇
の
祭
典

佐
野
家
敬
老
会
１
０
０
周
年
記
念

と
ら
ま
る
パ
ペ
ッ
ト
ラ
ン
ド
　
９
月
17
～
19
日

国
内
の
プ
ロ
と
県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形
劇

団
が
集
う
、
と
ら
ま
る
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
所
狭
し
と
ス
テ
ー

ジ
を
動
き
回
る
人
形
に
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
視
線
は
釘
付
け
。
中
に
は
オ
オ
カ
ミ
が
怖
く

て
泣
き
出
す
子
も
。

人
形
劇
の
ほ
か
に
も
、
伝
承
あ
そ
び
や
ぴ
か

ぴ
か
泥
団
子
づ
く
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
、
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

讃
州
井
筒
屋
敷
　
９
月
10
日

井
筒
屋
敷
13
代
目
当
主
佐
野
新
平
翁
へ
の
感
謝

と
長
寿
を
願
う
「
感
謝
報
恩
の
祈
願
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

佐
野
新
平
翁
は
、
明
治
44
年
〜
昭
和
19
年
ま
で

用
水
を
宮
奥
池

（
西
山
）ま
で
送

水
し
て
い
る
重

要
な
施
設
で
す
。

児
童
た
ち
は

メ
モ
を
と
っ
た

り
、
ポ
ン
プ
に

触
れ
て
み
た
り

し
な
が
ら
担
当

者
の
説
明
を
興

味
深
く
聞
い
て

い
ま
し
た
。

迎
え
、
自
宅
で
家
族
と
暮
ら
す
松
岡
輝
一
さ
ん

（
白
鳥
）は「
体
は
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
」

長
寿
の
秘
訣
は
「
若
い
頃
か
ら
よ
く
歩
い
て
い

た
こ
と
」
と
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

※
市
内
の
最
高
齢
者
は
男
102
歳
、
女
108
歳
。

ま
た
、
100
歳
以
上
の
高
齢
者
は
31
名（
男
５
名
、

女
26
名
）で
す
。（
９
月
16
日
現
在
）

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
着
物 

に
身
を
包
ん
だ
砂
古
口

早
苗
さ
ん（
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）
の
、

懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
主

演
映
画
を
交
え
た
ト
ー
ク

に
、
た
く
さ
ん
の
聴
衆
が

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
映
画
の
ポ

ス
タ
ー
や
グ
ラ
ビ
ア
な
ど

笠
置
さ
ん
に
関
す
る
資
料

展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
間
34
回
に
わ
た
り
町
内
の
80
歳
以
上
の
長

寿
者
を
屋
敷
に
招
待
し
敬
老
会
を
開
催
。
今

年
が
ち
ょ
う
ど
１
０
０
周
年
目
に
あ
た
る
。

こ
の
日
は
、
讃
州
井
筒
屋
敷
内
の
佐
野
新

平
翁
像
前
で
玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
、
80
歳
以

上
の
来
場
者
１
０
０
人
に
、
長
寿
を
祝
う
紅

白
饅
頭
と
粗
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
大
会
、
動
物
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
、
子
ど
も
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や
豪
華
賞
品

の
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
賑
わ
い
、
地
元
の
人
た
ち
は
夜
遅
く

ま
で
愉
し
ん
で
い
ま
し
た
。



11

写
真（
デ
ー
タ
可
）、
１
５
０
字
程
度
の

文
章
、
連
絡
先
を
Ｐ
15
の
宛
先
ま
で

投
稿

募
集

�

９
月
４
日

㈳
大
川
法
人
会

女
性
部
会
は
、
6

月
に
行
っ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

の
収
益
金
を
被
災

地
の
㈳
宮
城
県
連

女
性
部
会
連
絡
協

議
会
へ
直
接
届
け

ま
し
た
。
仙
台
空

港
か
ら
は
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
た

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
杯
第
31
回
四
国

学
童
軟
式
野
球
大
会
が
高
知
県
土
佐
山
田
球
場

ほ
か
で
開
催
さ
れ
、
四
国
各
県
か
ら
８
チ
ー
ム

が
参
加
。
香
川
県
代
表
の
Ｎ
Ｓ
Ｙ
大
内
が
見
事

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
愛
媛
県
代
表
堀
江
体
協
軟
式
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
、
３
対
０
で
勝

利
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
夏
休
み
の
間
本

大
会
の
優
勝
を
目
標
に
、
選
手
・
監
督
・
コ
ー

チ
が
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、選
手
た
ち
は
、本
大
会
を
通
じ
て
チ
ー

ム
プ
レ
ー
の
大
切
さ
や
礼
儀
、
思
い
や
り
、
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

 

（
Ｎ
Ｓ
Ｙ
大
内
　
冨
山
）

義
援
金
を
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

お
め
で
と
う
！　

初
優
勝

本
紙
Ｈ
23 
年
２
月
号
で
紹
介
し
た

東
か
が
わ
里
山
会
の
皆
さ
ん
が
、
前

山（
三
本
松
）か
ら
秋
葉
神
社
ま
で
の

登
山
道
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備
し

ま
し
た
。
同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在

33
名
。
昨
年
の
７
月
頃
か
ら
作
業
を

は
じ
め
、
道
を
覆
う
草
木
の
撤
去
、

樹
木
の
伐
採
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
を
手

作
業
で
進
め
ま
し
た
。
山
頂
ま
で
は

ゆ
っ
く
り
登
っ
て
15
分
ほ
ど
。
登
山

道
の
入
口
や
道
中
に
は
案
内
板
も
設

置
さ
れ
、
地
元
自
治
会（
写
真
）や
婦

人
会
に
も
利
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

同
会
代
表
の
安
部
さ
ん
は
１
人
で

も
多
く
の
人
に
登
っ
て
ほ
し
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

県
消
防
学
校（
高
松
市
）９
月
11
日

市
消
防
団
大
内
方
面
隊
が
、
県

消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
出
場
し
ま
し
た
。

大
川
広
域
消
防
本
部
の
指
導
の

も
と
、
選
抜
さ
れ
た
８
名
の
団
員

が
一
丸
と
な
り
連
日
連
夜
厳
し
い

訓
練
に
励
み
ま
し
た
。
結
果
は
惜

し
く
も
３
位
で
し
た
が
、
完
璧
な

操
法
を
行
っ
た
選
手
達
は
、
輝
か

し
い
笑
顔
で
表
彰
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

三
本
松
高
校
　
９
月
10
日

市
交
流
プ
ラ
ザ
　
９
月
11
日

交
流
プ
ラ
ザ
の
一
周
年
を
記
念

し
、
５
人
の
木
管
楽
器
奏
者
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
元
の
三
本
松
高
校
吹
奏
楽
部

と
の
共
演
で
は
組
曲
「
動
物
の
謝

肉
祭
」
を
演
奏
。
楽
し
い
趣
向
が

凝
ら
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
に
４
０
０

人
の
観
衆
が
大
き
な
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。

ボ 
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

登
山
道
を
整
備

香
川
県
消
防
操
法
大
会

木 

管
楽
器
の 

や
さ
し
い
音
色

三
高
同
盟

 

～
創
り
上
げ
た

 

１
１
１
の
キ
セ
キ
～

三
本
松
高
校
で
文
化
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。

南
原
繁
先
生
の
壁
画
や
サ
イ
エ
ン

ス
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
学
校
の

㈶
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

�

８
月
24
日

風
の
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
会
長
　
清
船
豊
志
）が
㈶
漁
船

海
難
遺
児
育
英
会
の
漁
船
海
難

遺
児
育
英
基
金
に
寄
付
金
を
贈

呈
し
、
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。 育

英
会
か
ら
感
謝
状

閖
上
・
荒
浜
地
区
の
産
業
道
路
を
走
り
塩
釜
と

石
巻
の
被
災
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
被
災
し
な
が

ら
も
地
域
の
人
と
日
々
復
興
に
努
力
し
続
け
て

い
る
同
じ
経
営
者
の
方
々
の
姿
に
逆
に
勇
気
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

歴
史
や
特
色
を
生
か
し
た
催
し

や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
バ

ザ
ー
、
校
舎
壁
面
の
三
高
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
な
ど
の
展
示
に
模
擬

店
が
賑
わ
い
を
み
せ
、
訪
れ
た

人
た
ち
と
生
徒
た
ち
の
笑
顔
が

は
じ
け
て
い
ま
し
た
。
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自
衛
官
の
募
集

募

集

◎�

駐
車
場
使
用
料
２
，０
０
０
円（
１
台
／
月
額
）

共
益
費
が
必
要
で
す
。�

要
件
を
満
た
し
た
連
帯
保
証
人
１
人
と
、
家
賃

３
カ
月
分
の
敷
金
が
必
要
で
す
。

入
居
資
格

●
住
宅
に
困
っ
て
い
る
　
●
現
在
同
居
し
、
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
　
●
市

税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い（
世
帯
全
員
）　
●

申
請
者
や
同
居
す
る
も
の
が
暴
力
団
員
で
な

い
　
●
持
ち
家
な
ど
固
定
資
産
を
所
有
し
て

い
な
い
　
●
収
入
基
準（
世
帯
全
体
の
所
得
を

合
算
し
、
諸
控
除
額
を
差
引
い
た
月
収
額
が

15
万
８
千
円
以
下
）に
合
っ
て
い
る
　
●
そ
の

他
、
東
か
が
わ
市
営
住
宅
条
例
な
ど
に
規
定
す

る
条
件
を
備
え
て
い
る

必
要
書
類
　
●
入
居
申
込
書
　
●
住
民
票
謄
本

●
所
得
課
税
証
明
書
　
●
納
税
完
納
証
明
書

受
付
期
間
　 

11
月
１
日（
火
）〜
16
日（
水
） 

17
時
15
分
ま
で

受
付
場
所
　
事
業
部
建
設
課
・
各
庁
舎
窓
口

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合 

公
開
抽
選
を
11
月
18
日（
金
）13
時
30
分
か
ら

引
田
公
民
館
２
階
第
二
講
義
室
で
行
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
事
業
部
建
設
課
℡
33
‐
２
５
０
１

中
筋
団
地
（
１
戸
・
公
営
）
２
階

所

在�

中
筋
４
８
２
番
地
２

間
取
り�

３
Ｄ
Ｋ

家

賃�

２
０
，９
０
０
～
４
１
，０
０
０
円

す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
町
田
は
ひ
と
り
暮
ら
し
な

ど
の
理
由
で
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者

が
、
生
き
が
い
の
あ
る
自
立
し
た
在
宅
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
施
設
で
す
。

空
室
が
２
室
あ
り
ま
す
。
入
居
希
望
者
は
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

所
在
　
町
田
２
２
７
番
地
１（
雇
用
促
進
住
宅

北
側
）

間
取
り
　
１
Ｋ（
ト
イ
レ
、
風
呂
付
）

利
用
料　

収
入
に
応
じ
１
カ
月
５
，０
０
０
円

〜
１
４
，５
０
０
円（
各
部
屋
の
水
道
料
、
電
気

代
な
ど
は
利
用
者
負
担
）

利
用
要
件

●
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
　
●
市
内
に
継
続
し

て
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
　
●
生
計
中
心
者

の
前
年
中
の
収
入
が
１
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

●
市
税
を
完
納
し
て
い
る
　
●
心
身
共
に
健
康

で
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
状
態
に
該
当
し

な
い
　
●
そ
の
他
条
例
な
ど
に
規
定
す
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る

【
問
合
先
】　
市
民
部
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
℡
26-

１
２
２
８

児童障がい者のための福祉年金

◆ 対象者 
市内に引き続き 1年以上住所を有する人で、児童障が
い者を現に監護する保護者
　※児童障がい者とは
　　 市内に住所を有し、満20歳未満で次のいずれかに

該当する児童
　　① 身体障害者手帳の障害の程度が１級から４級まで

の児童
　　②療育手帳の交付を受けている児童
◆年金額（年額）
身体障害者手帳１級、療育手帳Ⓐ 60,000円
身体障害者手帳２級、療育手帳Ａ 54,000円
身体障害者手帳３・４級、療育手帳Ⓑ・Ｂ 48,000円

　※詳しくは下記までお問い合わせください

【問合先】　市民部福祉課福祉グループ　℡26-1228

防
衛
省
で
は
、
平
成
23
年
度
の
自
衛
官
を
下

記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
問
合
先
】　
自
衛
隊
香
川
地
方
協
力
本
部 

 

さ
ぬ
き
地
域
事
務
所

℡
０
８
７
‐
８
９
４
‐
２
６
２
７

陸上自衛隊高等工科学校生徒

平成24年４月１日現在15歳以上
� 17歳未満の男子で中学校卒業者（見込含）
中等教育学校前期課程修了者（見込含）

一般�
11月１日（火）～
� １月６日（金）

平成24年
� １月14日（土）

推薦
11月１日（火）～
� 12月16日（金）

平成24年１月７日
（土）～９日（月）まで
の指定する１日

区 分

応募資格

受付期間

試 験 日

市では、心身に障害のある児童に対して児
童福祉の増進を図るために福祉年金を交付す
る「東かがわ市児童障害者福祉年金事業」を
行っています。

お
知
ら
せ

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
床
上
浸

水
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
家
屋
な
ど
に
つ
い
て
、

市
が
証
明
す
る
「
被
災
証
明
書
」（
無
料
）を
発

行
し
て
い
ま
す
。（
市
が
被
害
調
査
を
行
っ
た

家
屋
な
ど
に
限
り
ま
す
）

発
行
場
所
　
総
務
部
総
務
課

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】　
総
務
部
総
務
課

 

℡
26-

１
２
１
４

市
営
住
宅
入
居
者
募
集（
11
月
分
）

入
居
者
の
募
集

　

す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
町
田

被
災
証
明
書
の
発
行
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障がい者の居住をサポート

◆対象者
•  身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている人
•連帯保証人の確保に困っている人
•賃貸人や保証会社への費用の支払いができる人
•  支援があれば自立して通院、服薬、金銭管理、火
の元の管理、食生活ができる人
•緊急連絡先を確保できる人

◆支援内容
入居支援
• 住宅物件探し
•市窓口での各申請の支援
•賃貸人、保証会社との契約手続の支援
•その他入居に際して必要な支援
居住継続支援
•  緊急に対応が必要な場合の24時間体制での相談
支援
•日常生活の指導、支援
•  その他居住を継続するうえで発生する問題に対す
る支援

※詳しくは次までお問い合わせください。

【問合先】　市民部福祉課福祉グループ　℡26‐1228

市では10月１日から障がい者の地域
生活を支援する新しいサービス「障がい
者居住サポート事業」を開始しました。
このサービスは賃貸住居などへの入居
を希望しているにもかかわらず、保証人
がいないなどの理由で入居が困難な障が
い者に対し、入居に必要な調整などに関
する支援、住宅の賃貸人などへの相談や
助言を行います。

東
か
が
わ
市
家
族
介
護
者
交
流
事
業

日
時
　
11
月
16
日（
水
）　
８
時
〜
18
時
頃

場
所
　
今
治
タ
オ
ル
美
術
館
・
日
本
食
研
宮
殿

工
場
・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場
・
今
治
産
直

市
な
ど

対
象
　
市
内
在
住
の
要
介
護
者
な
ど
を
自
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族

募
集
人
数
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
締
切
　
11
月
９
日（
水
）

※ 

申
込
者
数
が
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
締
め

切
り
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す

参
加
決
定
者
へ
は
申
込
締
切
後
、
別
途
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
先
】　
絹
島
荘
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
25
‐
７
７
１
１

秋
の
今
治
で
美
術
観
賞

母
乳
育
児
ミ
ニ
お
話
会

母
乳
育
児
の
専
門
家
、
加
藤
先
生
か
ら
、
不

思
議
い
っ
ぱ
い
の
お
っ
ぱ
い
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
す
。

講
演
の
あ
と
に
座
談
会
の
時
間
を
設
け
て
い

ま
す
。
子
育
て
や
予
防
接
種
な
ど
の
疑
問
を
、

こ
の
機
会
に
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

赤
ち
ゃ
ん
や
家
族
と
一
緒
に
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

市
道
白
鳥
水
主
線
の
白
鳥
「
梨
木
神
社
南
交

差
点
」
か
ら
水
主
「
瘡
神
神
社
前
交
差
点
」
ま

で
の
間（
３
，４
０
０
ｍ
）に
つ
い
て
、
現
状
の

交
通
実
態
に
合
わ
せ
て
、
最
高
速
度
の
規
制
を

40
㎞
／
ｈ
か
ら
50
㎞
／
ｈ
に
引
き
上
げ
ま
す
。

変
更
は
11
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

通
行
す
る
と
き
は
実
際
の

速
度
標
識
・
表
示
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】　
東
か
が
わ
警
察
署℡

25
‐
０
１
１
０

香
川
県
最
低
賃
金
は
、

10
月
5
日
か
ら
時
間
額

６
６
７
円
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、

臨
時
や
パ
ー
ト
を
含
む

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
特
定
の
産
業

①
冷
凍
調
理
食
品
製
造
業

② 

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、
業

務
用
機
械
器
具
製
造
業

③ 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

に
つ
い
て
は
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
先
】　
香
川
労
働
局
賃
金
室

℡
０
８
７
‐
８
１
１
‐
８
９
１
９

市
道
白
鳥
水
主
線

　

速
度
規
制
を
見
直
し

タ
イ
ト
ル

「
お
っ
ぱ
い
の
不
思
議
」
と
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
く

あ
る
病
気
に
つ
い
て

講
師　

香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
小
児
科

医
・
国
際
ラ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

加
藤
育
子
先
生

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金

�

使
用
者
も　

労
働
者
も

日
時�　

11
月
11
日（
金
）

 

13
時
30
分
〜
14
時
30
分（
受
付
13
時
〜
）

場
所
　
津
田
保
健
セ
ン
タ
ー
（
さ
ぬ
き
市
津
田

町
津
田
９
１
５
‐
１
）

主
催
　
㈳
県
助
産
師
会（
香
川
県
児
童･

青
少

年
健
全
育
成
事
業
団
委
託
事
業
）

※ 

次
の
電
話
で
は
妊
娠
中
か
ら
子
育
て
ま
で
の

様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

【
問
合
先
】　 

す
こ
や
か
助
産
師
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
７
‐
８
４
４
‐
４
１
３
１ 

（
受
付
　
10
時
〜
16
時
）
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あ
げ
ま
す
・
求
め
ま
す

あ
げ
ま
す

●
ロ
デ
オ
ボ
ー
イ
　

●
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

●
鳥
か
ご（
２
個
）

こ
の
情
報
は
10
月
３
日
現
在
の
も
の
で
、
成

約
済
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

譲
り
受
渡
し
の
交
渉
は
当
事
者
同
士
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
市
は
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て

の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】　
市
民
部
環
境
衛
生
室

℡
26
‐
１
２
２
６

東
か
が
わ
市
管
内
の
事
故
な
ど
の
発
生
件
数

※（
　
）内
は
１
月
か
ら
の
累
計

人 

身
事
故 

29
件
　（
１
９
９
件
） 

う
ち
死
亡 

０
件
　（
１
件
）

救
急 

１
２
０
件
　（
１
２
７
７
件
）

火
災 

１
件
　（
11
件
）

９
月
の
事
故
な
ど
の
件
数

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
期
間
を
平
成

24
年
３
月
31
日
に
ま
で
延
長
し
ま
す
。

●
市
役
所
各
窓
口
・
出
張
所
、
市
交
流
プ
ラ
ザ
、

福
祉
課
で
の
預
か
り（
記
名
で
の
預
か
り
で
す
。

後
日
、
日
赤
香
川
県
支
部
か
ら
領
収
書
が
届
き

ま
す
）

●
市
役
所
各
窓
口
・
出
張
所
、
交
流
プ
ラ
ザ
に

設
置
し
た
義
援
金
箱（
市
か
ら
日
赤
香
川
県
支

部
へ
振
り
込
み
ま
す
）

義
援
金
状
況
（
９
月
30
日
現
在
）

預
か
り�

１
２
，８
８
７
，１
５
１
円

６
，０
０
０
ド
ル

義
援
金
箱�

１
，９
１
１
，３
０
４
円

【
問
合
先
】　
市
民
部
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
　

 

℡
26-

１
２
２
８

善
意
の
贈
り
物

次
の
方
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た（
敬
称
略
）

香
典
返
し�

�

川
田
　
艶
子
（
引
田
）

若
者
の
就
職
・
進
路
の

�

悩
み
を
サ
ポ
ー
ト

義
援
金
の
受
付
を
延
長

合
わ
せ
名
人
で
年
賀
状
を
作
ろ
う

年
賀
状
作
成
講
座

コ
ク
ヨ
の
無
料
配
布
ソ
フ
ト

「
合
わ
せ
名
人
」
を
使
っ
て
、 

年
賀
状
を
簡
単
に
、
し
か
も
個
性
を
盛
り
込
ん

で
仕
上
げ
、
印
刷
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

必
ず
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
持
参
く
だ
さ
い（
年

賀
状
に
使
い
た
い
画
像
が
あ
れ
ば
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
に
保
存
し
て
き
て
く
だ
さ
い
）

日
時�　

11
月
16
日（
水
）　
９
時
〜
11
時

場
所
　
市
交
流
プ
ラ
ザ
　
パ
ソ
コ
ン
室

受
講
料
　
６
０
０
円

定
員
　
15
人
　
11
月
３
日（
木
）か
ら
先
着
順

受
付
時
間
　
９
時
〜
17
時

【
申
込
・
問
合
先
】　
市
交
流
プ
ラ
ザ

℡
26
‐
１
２
２
４

講

座

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
年
賀
状
づ
く
り

簡
単
な
画
像
を
挿
入
し
た
年
賀
状
を
テ
キ
ス

ト
の
作
成
要
領
に
従
っ
て
作
成
し
、
各
自
の
年

賀
状
を
制
作
し
印
刷
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
準
備
さ
れ
た
多
数
の
干
支
の

画
像
、
ま
た
は
各
自
の
自
慢
の
写
真
な
ど
を
挿

入
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
年
賀
状
作
成
に
ト
ラ
イ
し

ま
し
ょ
う
。

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
支
援
し
ま
す
の
で
、
文
字

入
力
が
出
来
れ
ば
、
誰
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
年

賀
状
が
作
成
で
き
ま
す
。

日
時�　

�

11
月
18
日（
金
）・
12
月
３
日（
土
） 

10
時
〜
15
時（
12
時
〜
13
時
昼
食
休
憩
）

※
ど
ち
ら
か
都
合
が
良
い
日
を
受
講

場
所
　
大
内
公
民
館

受
講
料
　
無
料

定
員
　
各
15
人
　
11
月
１
日（
火
）か
ら
先
着
順

※ 

申
し
込
み
が
少
な
い
と
き
は
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

受
付
場
所
　
大
内
庁
舎
２
階
　
生
涯
学
習
課

【
問
合
先
】　
市
教
委
生
涯
学
習
課

℡
26
‐
１
２
３
８

年
金
事
務
所
職
員
な
ど
に
よ
る
出
張
年
金
相

談
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

年
金
請
求
の
手
続
き
や
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
30
日（
水
）　
10
時
〜
15
時

会
場
　
市
交
流
プ
ラ
ザ
　
第
１
市
民
会
議
室

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印
鑑
な
ど
を
持
参
く

だ
さ
い
。

※ 

代
理
人
が
お
越
し
に
な
る
場
合
は
委
任
状
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
問
合
先
】　
高
松
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
℡
０
８
７
‐
８
６
１
‐
３
８
６
７

出
張
年
金
相
談
会
を
開
催

相

談

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

次
の
よ
う
な
若
者
の
就
職
、
進
路
な
ど
に
関
す

る
悩
み
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

・
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な
い

・
何
が
む
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

・
仕
事
経
験
が
な
い
の
で
不
安

・
応
募
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い

・
応
募
書
類
を
見
て
ほ
し
い

・
応
募
前
に
面
接
練
習
を
し
た
い

・
何
か
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
い

・
職
業
訓
練
っ
て
ど
う
応
募
す
る
の

・
そ
の
他
就
職（
進
路
）に
向
け
て

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
15
歳
〜
お
お
む
ね
39
歳
の
本
人
ま
た
は

保
護
者
な
ど

費
用
　
無
料

利
用
方
法
　
サ
ポ
ス
テ
へ
来
所
し
登
録
が
必
要

開
所
　 

月
〜
金
曜
　
10
時
〜
17
時 

（
祝
日
・
盆
・
年
末
年
始
は
休
館
）

場
所
　
高
松
市
西
の
丸
町
14
‐
10
　
穴
吹
パ
テ

ィ
シ
エ
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
６
階

【
問
合
先
】　
℡
０
８
７
‐
８
１
１
‐
５
３
８
８



広
報
で
は
赤
ち
ゃ
ん
や
、
就
学
前
の
お
子
さ

ん
の
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
●
氏
名（
保
護

者
・
お
子
さ
ん
）
●
年
齢
●
住
所
●
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
下
記
の
宛
先
ま
で
。

※
写
真
で
も
デ
ー
タ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

●土手添��比呂斗ちゃん（１歳）

●引田

●昭彦パパ　由紀子ママ

　１歳おめでとう!!

お
め
で
た

氏
名（
敬
称
略
）	

保
護
者	

地
区
名

鎌
田	
煌こ
う
が絆

（
男
）	

祐
哉	

白

鳥

細
川	

正ま
さ
か
ず和

（
男
）	

竜
生	

白

鳥

小
坂	

拓た
く
や也

（
男
）	

利
明	

小

磯

森
永	

剛つ
よ
し志

（
男
）	
晃
由	

松

原

中
村	

光こ
う
き希

（
男
）	

太
一	
三
本
松

植
田	

成な

　
る琉

（
男
）	

幸
男	
帰

来

谷
本	

翔
か
け
る

（
男
）	

晃	

三
本
松

澤
地	

雄ゆ
う
た太

（
男
）	

直
樹	

小

海

橋
本	

望み
ら
い愛

（
女
）	

伸
雄	

引

田

片
山	

徹て
っ
せ
い成

（
男
）	

龒	

三
本
松

「
お
め
で
た
」「
お
く
や
み
」
欄
の
掲
載
を
希

望
す
る
場
合
は
、『
掲
載
申
込
書
』
を
各
庁
舎

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
申
込
書

提
出
月
の
翌
々
月
号
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
総
務
部
政
策
課
℡
26
‐
１
２
１
５

氏
名（
敬
称
略
）	

年
齢	

地
区
名

山
本 

菊

江 

（
80
） 

馬

宿

鈴
江 

　
力 

（
75
） 

西

村

橋
本 

淑

子 

（
83
） 

松

原

嶋
田 

ウ
メ
子 

（
93
） 

松

原

田
中 

ミ
ツ
ヱ 

（
92
） 

白

鳥

川
西 

良

一 

（
91
） 

吉

田

小
林 

忠

明 

（
77
） 

引

田

田
中 

久

男 

（
82
） 

白

鳥

木
村 

清

彦 

（
60
） 

松

崎

𠩤
田 

秋

春 

（
95
） 

西

山

阿
部 

百
合
子 

（
96
） 

三
本
松

新
開 

勝

一 

（
81
） 

町

田

今
出 

悦

六 

（
84
） 

引

田

六
車 

千
津
子 

（
57
） 

小

海

岡
田 

ツ
ヤ
子 

（
82
） 

松

原

篠
原 
祥

祐 

（
85
） 

南

野

児
島 
秋

男 

（
84
） 

湊

佐
野 
　
勉 

（
81
） 

松

原

松
浦 

忠

男 
（
85
） 

三
本
松

清
水 

勝

夫 
（
62
） 

馬

篠

木
村 

　
忠 

（
88
） 

川

東

椿
原 

千
代
子 

（
84
） 
馬

篠

お
く
や
み

《編集後記》

本号の特集記事では沢山の人に
インタビューの協力をいただきま
した。ありがとうございました。
改めて思うことは、地域の繋が
りの大切さです。一足飛びに仲良
くなることは難しいですが、交流
の一助になれるよう、地域に楽し
い話題を提供していきます。 （ｋ）

◆今月の表紙◆

人形劇カーニバルには行きまし
たか？　あいにくの天気でしたが、
会場は大勢の人で賑わっていまし
た。とらまる座の公演予定は、イ
ベント広場のページに掲載してい
ますので、ぜひ足を運んでみてく
ださい。素敵な出会いが待ってい
ますよ。

●紙面の都合で、お寄せいただいた原稿を掲載できない場合があります。ご容赦ください。
●�配布について不備のあった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。�
【12月号配布期間　11月23日（水）～30日（水）】�
四国新聞販売株式会社　℡�087-833-4590　　総務部政策課　℡�26-1215�

 

広報はおたよりを募集しています。「文芸コーナー」「投稿ニュース」「ちょっ
とギャラリー」「ＫＩＤＳ！キッズ！ＫＩＤＳ！」各係宛まで

【宛 先】〒769‐2792　（住所記載不要）市役所総務部政策課　広報東かがわ○○係
【E-mail】webmaster@city.higashikagawa.kagawa.jp

応 募
方 法

次
月
か
ら
の
テ
ー
マ

�

●
12
月
号
　「
冬
」	

●
1
月
号
　「
初
夢
」

※
締
切
※�

11
月
７
日（
月
）�

12
月
７
日（
水
）

今月�のテーマは 黄
こ う よ う

葉

まゆこ

けーき

15



東
か
が
わ
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L
�
http://w

w
w
.higashikagaw

a.jp/

編
集
発
行　

東
か
が
わ
市
総
務
部
政
策
課　

平
成
23
年
11
月
１
日
発
行

〒
７
６
９
‐
２
７
９
２　

香
川
県
東
か
が
わ
市
湊
１
８
４
７
番
地
１

℡
０
８
７
９
‐
２
６
‐
１
２
１
５

第
20
回
市
の
手
袋
づ
く
り

▲壱之門再建記念碑

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
記
念
日
が
あ
り
ま

す
が
、
11
月
23
日
は
本
市
の
産
業
に
関
わ
る
記

念
日
で
す
。
こ
の
日
は
「
手
袋
の
日
」
で
、
昭

和
56
年（
１
９
８
１
）に
日
本
手
袋
工
業
組
合
が
、

『
一
カ
月
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
手

袋
を
』
と
い
う
意
味
を
込
め
て
記
念
日
に
し
ま

し
た
。

市
の
手
袋
づ
く
り
は
明
治
21
年（
１
８
８
８
）

に
、
千
光
寺
の
副
住
職
両ふ

た
ご児

舜し
ゅ
ん
れ
い

礼
が
大
阪
で
手て

靴ぐ
つ

と
呼
ば
れ
る
メ
リ
ヤ
ス
製
の
手
袋
を
製
造
し

た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
旧
白
鳥
町
は
砂
糖
や
塩
の
産
地

で
、
白
鳥
神
社
の
門
前
町
と
し
て
繁
栄
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
廃
藩
置
県
で
高
松

藩
の
保
護
が
な
く
な
り
、
地
域
は
衰
退
し
て
い

き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
両
児
舜
礼
と
と
も
に
大
阪
で
手

袋
製
造
に
従
事
し
て
い
た
棚
次
辰
吉
が
、
明
治

32
年（
１
８
９
９
）に
故
郷
松
原
村
に
帰
村
し
ま

す
。
そ
し
て
、
教
蓮
寺
住
職
楠
正
雄
と
松
原
村

長
橋
本
安
兵
衛
の
協
力
を
得
、
衰
退
期
に
あ
っ

た
製
塩
業
に
従
事
す
る
塩
業
民
救
済
の
た
め
、

教
蓮
寺
境
内
に
手
袋
製
造
所
「
積
善
商
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
大
正
３
年（
１
９
１
４
）に
勃
発
し

た
第
一
次
世
界
大
戦
の
特
需
に
よ
っ
て
、
大
阪

手
袋
株
式
会
社（
社
長
棚
次
辰
吉
）や
、
東
洋
手

袋
株
式
会
社（
社
長
森
本
吉
太
郎
）な
ど
が
相
次

い
で
設
立
。
各
所
に
分
工
場
が
で
き
る
な
ど
産

業
と
し
て
の
基
盤
が
確
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
30
年
代
に
は

高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
を
抜
い
て
つ
い
に
世
界
一
の
手
袋
の
産
地
に

な
り
ま
し
た
。
昭
和
63
年（
１
９
８
８
）に
は
手

袋
産
業
１
０
０
年
を
記
念
す
る
ハ
ン
ド
ピ
ア
88

手
袋
百
年
祭
が
行
わ
れ
、
更
な
る
１
０
０
年
へ

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

現
在
で
も
本
市
は
全
国
一
の
手
袋
生
産
地
で

す
。
先
人
の
努
力
を
引
き
継
い
で
、
温
暖
化
に

対
処
す
る
新
技
術
の
開
発
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生

産
の
展
開
を
推
し
進
め
、
新
し
い
地
場
産
業
と

し
て
の
環
境
整
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
鳥
神
社
に
は
明
治
39
年（
１
９
０
６
）に
大

阪
メ
リ
ヤ
ス
手
袋
商
18
名
に
よ
り
白
鳥
神
社
の

壱
之
門
が
再
建
さ
れ
た
際
の
記
念
碑
な
ど
、
手

袋
に
ま
つ
わ
る
記
念
碑
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

白
鳥
神
社
裏
の
手
袋
公
園
に
は
こ
の
ほ
か
に
、

昭
和
９
年（
１
９
３
４
）に
手
袋
業
者
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
『
両
児
舜
礼
先
生
碑
』
や
、
昭
和

10
年（
１
９
３
５
）に
来
町
し
た
ア
メ
リ
カ
の
手

袋
商
コ
ー
ヘ
ン
の
来
讃
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
手
袋
に
ま
つ

わ
る
先
人
の
功
績
を
伝
え
る
史
跡
め
ぐ
り
を
楽

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

参
考
文
献
　『
東
讃
産
業
史
』『
手
袋
百
年
誌
』

 

（
文
責
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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11月
2011

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

①生しいたけの軸を切り落
とし、細かく刻む。
②玉ねぎをみじん切りに。
③フライパンに①と②を加
えてサッと炒める。
④ボウルに③・シーチキン・
マヨネーズを混ぜ合わせる。
⑤しいたけの内側に④を詰
め、上からパン粉をまぶす。
⑥⑤をオーブントースター
で５～10分程度焼く。
⑦みじん切りしたパセリを
上からふる。

生しいたけ ６個
玉ねぎ 60ｇ
シーチキン 60ｇ
マヨネーズ 大さじ１
パン粉 少々
パセリ 少々

11月３日

11月６日

※�休日当番医院・薬局は予告なく変更することがあります
ので受診の前に担当医または下記までご確認ください。
大川地区医師会� 9：00～17：00� 42-3424
大川歯科医師会� 9：00～12：00� 25-8882
大川地区小児夜間救急医療
さぬき市民病院� 19：30～23：00� 43-2521（代表）

休 日 当 番 医 院

相 談 情 報

ツツミ医院（さぬき） 087-894-5123
奥谷医院（三本松） 25-4478
陶山医院（さぬき） 43-3008
広瀬歯科医院（町田） 25-3452
ひだまり調剤薬局（さぬき） 43-1755

まつおか医院（さぬき） 52-1888
古川医院（馬宿） 33-7300
江﨑医院（さぬき） 087-894-0001
ホワイト薬局（さぬき） 087-814-2772

大石整形外科医院（さぬき） 52-2107
桑島内科医院（三本松） 25-0771
小田内科医院（さぬき） 087-894-0305
歯科しろとりごうだ（白鳥） 25-9666
妙見屋薬局（引田） 33-3755

ヘキクリニック（さぬき）	 087-894-1371
森医院（引田） 33-3588
大松内科医院（さぬき） 087-895-1256
吉田歯科医院（引田） 33-3030
レデイさぬきしど調剤薬局（さぬき） 087-894-7234

さぬき市民病院（さぬき）	 43-2521
田村内科医院（三本松） 25-2868
中川内科医院（さぬき） 087-894-1253
片山薬局（さぬき） 43-0051

米澤整形外科医院（さぬき） 087-894-1266
三木医院（引田）� 33-3034
田中小児科（さぬき） 52-0010
合田歯科医院（さぬき） 42-3318
上原薬局（さぬき） 087-894-5314

11月13日

11月20日

11月23日

11月27日

しいたけの旬は秋と春。美味しい生しいたけは、肉厚で
カサの表面にツヤがあり、裏側は白くキズやシミがついて
いないものを選ぶのがポイントです。
期待される働きとしては、しいたけ特有の「エリタデニ

ン」が、コレステロールを抑え、高血圧や動脈硬化を防ぐ
作用があります。
また、他のキノコ類にはない「レンチナン」という抗ガ

ン成分を豊富に含み、ガン予防の食材として効果が見込ま
れています。

ア ン ケ ー ト 商 法

■受けて安心！皮膚がん相談　（要申込）
　～そのシミ、そのホクロ、大丈夫？～
人口の高齢化とともに、皮膚がんにかかる人が増え

ています。この機会に皮膚がん相談を受け、早期発見、
早期治療を目指しましょう。
11月13日（日）　10：00～12：30（受付9：30～）
多目的研修センター（相生）　 11月８日（火）
40人程度　 無料
皮膚科専門医による講演「皮膚がんとその予防」（約

30分・講演のみの聴講可）と皮膚がん無料相談（湿疹
や水虫など他の皮膚病は対象外）
対象者：市内、市近郊在住の人

市民部保健課　 26-1229
　　 香川大学医学部皮膚科学教室 087-891-2162
（当日参加も可能ですが、準備の都合上できるだけ事
前に申し込んでください）

消 費 生 活 に 関 す る 相 談

【県消費生活センター】
消費生活相談専用	 087-833-0999
多重債務・ヤミ金	 087-834-0008

【東讃県民センター】	 42-1200

～野菜を毎食とりましょう～

★ 材 料 ★

★ 作 り 方 ★

今月のレシピ
生しいたけのマヨ焼き（２人分）

パクパク
野菜野菜

パクパク

食育レシピ食育レシピ

　東かがわ市 人の動き
10月１日現在常住人口 �（ ）内は前月比

世帯数� 12,854世帯　（+11世帯）
総人口� 33,152人　　（-10 人 ）

■8：00 サイレン吹鳴
（市内一斉水利点検・
火災予防パレード）

（白鳥）

（まつばら）

（大内公民館）

勤労感謝の日

文化の日

（白鳥保健
センター）

（国民健康保険税　
３期）

健康相談・健康教育
（引田交流館）

（引田公民館）

（ ）※平成22年国勢調査（速報値）を基に算出。男女別人口は、
後日、総務省より確定値とともに公表予定。

９月�中の異動�
転入� 45人� 転出� 41人�
出生� 13人� 死亡� 27人

「家に届いた着物のアンケートに記入して送付したと
ころ、後日、『当選しました』と電話があり、業者が
反物を持って訪ねて来た。ところが、無料なのは反物
だけで、高額な仕立て代と小物代を請求された」との
相談が寄せられています。
業者の目的はアンケートを名目に近づき、その後「当

選」「プレゼント」といかにも無料でもらえるかのよ
うに説明しますが、仕立て代や小物などを販売するこ
とです。また、個人情報詐取が目的の場合もあります。
調査目的が明確でないアンケートには安易に答えな

いようにしましょう。また、「無料」などと言われて
も、安易に訪問を承諾しないようにしましょう。

〈総務課〉
市民生活相談（常設）
男女共同参画問題定例行政相談
（市交流プラザ）� 13：00～16：00
��行政相談�
（各庁舎）� 13：00～16：00

〈人権推進室〉
�人権相談�
（白鳥・大内庁舎）� 13：00～16：00

〈子育て支援課〉
�家庭児童（女性）相談�
（巡回：大内交流館）� 15：00～17：00
（常設）� 【専用】 25-7830

〈保健課〉
�年金相談�
（市交流プラザ）� 10：00～15：00

〈まつばら児童館〉� 25-2837
�読み聞かせ会ボランティア�
「コスモス」� 11：30～12：00

〈とらまる図書館〉� 25-0696

お話会�「こそあど」� 10：30～

健康・栄養なんでも相談
�（栄養相談は要予約）� 9：00～12：00�
※開設日以外でも予約で随時実施

保健センター（各曜日）
引田㈪　 白鳥㈫　 大内㈭

（骨密度測定は引田のみ ※治療中でない方）

乳幼児相談（就学前対象）
� 9：30～11：00

 育児サークルのびのび�
（白鳥保健センター）�10：00～11：30

 精神障がい者集いの場 ※要治療�

（白鳥保健センター）� 9：30～11：30

〈福祉課〉
身体障がい者相談
� 10：00～12：00
精神障がい者相談
� 13：00～16：00
知的障がい者相談
� 10：00～12：00
手話通訳設置日（要予約）

� 26-1338

各 種 相 談

そ の 他

サンデーサービス

各 課 連 絡 先

経済課� 33-2504
建設課� 33-2501
上下水道課� 33-2503
商工観光室� 33-2750
土地対策室� 33-2502
統括窓口�センター（引田窓口）
� 33-2500

福祉課� 26-1228
子育て支援課� 26-1231
保健課� 26-1229
地域包括支援センター 26-1261
人権推進室� 26-1227
環境衛生室� 26-1226
統括窓口�センター（大内窓口）
� 25-2111
学校教育課� 26-1237
生涯学習課� 26-1238

総務課� 26-1214
政策課� 26-1215
税務課� 26-1216
統括窓口�センター（白鳥窓口）
� 26-1111
福栄出張所� 27-2101
五名出張所� 29-2001
議会事務局� 26-1219
出納�室・監査委員事務局
� 26-1217

市税納期

〈白鳥児童館〉� 25-6467

ちびっこのつどい� 10：00～11：30

おもちゃ図書館� 10：00～11：30

�読み聞かせ会ボランティア�
「こむこむ」� 10：00～10：30

◆白鳥庁舎・出張所◆

◆引田庁舎◆

◆大内庁舎◆

�休日窓口開庁（白鳥窓口）�
第２・４日曜日　8：30～17：15

� ※業務内容は事前にご確認ください



　　 　　 讃州井筒屋敷 http://www.hnt.or.jp/
讃州井筒屋敷 　 23-8550 水曜
市ニューツーリズム協会 23-8557

定期公演　　 600円（３歳以上）� ◆とらまる人形劇団

「シャオトンのぼうけん」「くじらのおれいまいり」
11月２日（水）・４日（金） 10：30～
11月３日（木・祝 ）・５日（土） 

・６日（日）・20日（日） 13：30～
「カミナリさまのおしごと」「村をすくった鬼」
11月13日（日）・23日（水・祝）・27日（日） 13：30～

◆フィールドミュージアムSA・NU・KI　母屋しつらえ展
11月３日（木・祝）～13日（日）　10：00～16：00　母屋
12・13日に開催する若手ものづくり作家の作品展示販
売の関連企画。母屋の和の空間で作品を事前展示します。
◆フィールドミュージアムSA・NU・KI　２０１１
11月12日（土）・13日（日）� 10：00～17：00（最終日16：00）
讃州井筒屋敷、煙突広場、泉家土間、旧松村医院
県内外の若手ものづくり作家（木工、陶芸、ガラス、

漆器、金工、オブジェなど）30組の作品の展示販売をし
ます。各ブースでの作家との交流もお楽しみください。
◆風の湊会
11月19日（土）　13：00～15：00　与之蔵
引田まち並み保存会の歴史部主催の「ふるさと引田を

もっと知ろう」という勉強会。講師を迎え「引田の名物
あれこれ」をテーマに講義を開催します。
同保存会　 090-9557-1283（坂東さん）

◆日本オランダ獅子頭愛好会全国品評大会
11月20日（日）　９：00～15：00　中庭
オランダ獅子頭（金魚）の品評会。金魚は一部販売もあ

ります。 同愛好会　 090-4971-1273（中嶋さん）
◆カブクワやまと　相撲大会
11月20日（日）　9：30受付　10：00開始　与之蔵　
外国産クワガタの相撲大会を開催（子供～大人まで参

加可）。上位者には賞品あり。詳しくはHPをご覧くださ
い。　 500円 http://www.kabukuwayamato.com/
◆手袋＆BAG　冬まつり
11月26日（土）・27日（日）　10：00～16：00　与之蔵 中庭
市内手袋企業の手袋、バッグ、小物の直売、販売など。

吉田愛服飾専門学校生による手袋デザイン画の展示。
手袋ギャラリー　 33-5055

文化のまつりと人権問題講演会

11月６日（日）　9：30～15：00（13：00～ 講演会）
人権センター大内交流館
文化の秋、芸術の秋、たくさんの秋が大内交流館に届

きます。児童の作品展示、教養講座生の発表、もちつきな
どで秋のひとときをお過ごしください。
講師に腹話術師の千田やすしさんを招いて、子どもの人権
を視点にした腹話術を披露してもらいます。
あわせて、香川人権研究所の喜岡淳さんを交えての、人権
をテーマにした「子どもの人権を語る」トークも行われます。
人権センター大内交流館　 25-4349

第４回　福栄の里 収穫祭

11月６日（日）　10：00～14：00
福栄コミュニティセンター
福栄の農産物を使った菓子や惣菜、野菜の直売など。

イノシシのバーベキューや芋煮のふるまいもあります。
主催： 市集落営農法人等連絡協議会 

福栄支部・福栄里づくり協議会
ＪＡ福栄支店　 27-2011
市ニューツーリズム協会　 23-8557（水曜休）

 手作り雑貨教室 -紅茶で楽しむ秋時間-

11月９日（水）　13：00～14：30
ＣＯＦＦＥＥあぐり　 2,000　 11月６日（日）
ランチョンマットなどを紅茶染めしてイラストを描き

ます。（材料は準備しています）
田中さん　 080-6112-0885

健康は笑いから ㈳大川法人会講演会

11月11日（金）　14：30～16：00（13：45開場）
ベッセルおおちの湯　 無料
 講師：三笑亭夢之助さん 
対象：会員・一般（先着500人）※要事前申込
㈳大川法人会　 52-4370　 52-5926

第３回　あいらぶ東かがわ大物産展

11月12日（土）・13日（日）　9：00～15：00
とらまる公園
市内の特産品の展示即売、フリーマーケット（13日）など。

「どんと恋祭」「さぬきうまいもん祭 in東讃」も同時開催
市商工会　 25-3200

第17回　山びこコンサートin五名

11月13日（日）　13：00～15：30
五名コミュニティセンター　
第１部：五名文化活動発表会、福栄小１、２年生の応援

出演。コーラス他。第２部：ゲスト演奏サックスアンサン
ブル「ダッパーサクセーバーズ」サックス四重奏の音色を
お楽しみください。終了後、おいしい猪汁もあります。
五名活性化対策委員会 小北さん
29-2200（五名郵便局）

白鳥神社周辺ぶらり散策町歩き

11月19日（土）　14：00～15：30（小雨決行）
白鳥神社集合　 500円（お菓子・散策マップ付）

白鳥神社周辺（教蓮寺～香川のてぶくろ資料館）の町歩
きを開催します。当地区の歴史や魅力などを、ガイドのお
話を聞きながら楽しく発見しませんか？
30名（先着順）
市ニューツーリズム協会　 23-8557（水曜休）

みんなおいでよ 子どもフェスティバル

11月27日（日）　10：00～15：00　 市交流プラザ
クラフト、子育て講演会、チャイルドコンサート、昔

の遊び、児童劇「しあわせの島」、読み聞かせ、親子食育
教室（要予約）、ボランティア体験、各種バザーほか
※詳細は同時配布チラシをご覧ください
子どもフェスティバル実行委員会（子育て支援課内）
26-1231

與田薬師七五三まいり（仏式）

11月１日（火）～15日（火）　9：00～16：00
與田寺本堂　 與田寺　 25-4726

（引田）誉田神社「七五三詣り」

11月13日（日）　9：00～15：00（13日以外は要電話予約）
（引田）誉田神社
三歳（男女）髪置、五歳（男）袴着、七歳（女）帯解。
（引田）誉田神社　 33-3827

◆街かどギャラリー遊・遊　亀谷 保　絵画展
11月12日（土）～13日（日）　10：00～16：00

油絵・人物デッサンを15点展示。
長崎さん　 090-5145-3372

◆珈琲＆ギャラリーパルコ「板坂 忠　作品展」
10月30日（日）～11月18日（金）　8：00～18：00（土曜休）

引田在住の板坂さんによる油彩画。風景、花など20点。
同ギャラリー　 24-2483 http://www.parco.sakura.ne.jp/

◆めだかの学校土日美術館
12月３日（土）・４日（日）　10：00～17：00

吉野静香のトールペイントと３
スリーディー

-D。ハッピークリスマス
andお正月。クリスマスの飾り、お正月のえと飾り、招き
猫など約50点。
浅野さん　 24-1112

大川広域行政組合埋蔵文化財報告展
「掘り出された東かがわ」　開催中～12月５日（月）
11月５日（土）13時30分から企画展示コーナーで報告展
の展示解説を行います。（申込不要・参加料無料）

新着図書
「昭和の流行歌物語」塩澤実信・「峠うどん物語上下」重松
清・「本物みたいな虫のおりがみ図鑑（児童書）」創元社・
「できるまで大図鑑（児童書）」小石新八・「女の覚悟」川
村妙慶ほか
○とらまる巡回文庫が入れ替わりました！
一般書・児童書あわせて50冊（１月上旬まで）

　
http://www.toramaru.jp

とらまるパペットランド
月曜　　 25-0055
info@toramaru.or.jp	

ヒーリングストレッチ（全７回）� 11⁄４～12⁄16（金）
10：30～11：15 大川体育館 1,600円 15人程度

ダンベルエクササイズ（全７回）
12⁄１～１⁄26（木）（12⁄29・１⁄５除く）	19：30～20：15
大川体育館　 1,600円　 12人程度

シェイプアップチューブ（全７回）
12⁄６～１⁄31（火）（12⁄27・１⁄３除く）	19：30～20：15
大川体育館　 1,600円　 15人程度

パークゴルフ初心者講習とレベルアップ講習会
11⁄11（金）　13：00～（２時間程度）
引田パークゴルフ場　 500円　 ４人程度

ピラティス　入門編（全５回）・初級編（全５回）
11⁄20～12⁄18　（日）　18：30～19：15　（入門編）

　 11⁄21～12⁄19　（月）　10：30～11：15　（初級編）
引田武道館２階　 1,500円　 12人程度

レディースデー　毎週金曜日
女性のお客様にエサ券500円プレゼント。

夫婦の日　11月22日（火）
夫婦、男女のカップルに粗品進呈。

子ども無料デー　11月26日（土）
保護者同伴の子どもは釣り料金無料。（中学生以下）

ベッセルシネマ
http://www.shikoku.ne.jp/vessel/

ベッセルおおちの湯
26-1126

リサイクル雑誌図書無料配布 11月２日（水）～10日（木）
雑誌10冊以内（ＮＨＫシリーズ３冊まで）・図書の無料
配布をギャラリーで行います。（なくなり次第終了）
期間中ギャラリーは使用できません。ご了承ください。

特別整理のためお休みします �11月15日（火）～25日（金）
ポストに返却された本も処理出来ません。

	 デンデラ　11月26日（土）・27日（日）

①10：00～　②13：30～　（118分）

http://www.saltlake-hiketa.co.jp/
㈱ソルトレイクひけた　 7：00 ~ 16：00	 33-2800

安戸池釣り場 フィッシュフック

http://hksz.or.jp/
大内スポーツセンター 24-1810
白鳥スポーツセンター 24-1522
引田スポーツセンター 33-7163

9：00 ~ 17：00
無料	 33-2030
火曜（祝日の場合翌日）

9：00 ~ 17：00
25-0696

月曜（祝日の場合翌日）・毎月末日
http://www.higashikagawa-library-unet.ocn.ne.jp

“姥捨山”の物語を描き、1983年のカンヌ国際映画祭の
グランプリを受賞した、今村昌平監督の映画「楢山節考」。
本作は、その今村昌平の息子である天願大介が監督を務
めた、捨てられた老婆たちの“その後”を描いた物語。

浅丘ルリ子／倍賞美津子／山本陽子／草笛光子／他�
監督：天願大介� 　©2011「デンデラ」製作委員会

	一般　1,300円（前売1,000円）	
３歳～大学生、60歳以上　1,000円（前売800円）

さぬき映画祭2011　11月13日（日）
◆一般作品　 500円　（156分）	
二十四の瞳〔デジタルリマスター版〕　 10：00～ 

◆優秀企画映像作品　 	無料　（各50分）	
さぬき巡礼ツアー　 13：30～
チンゲンサイの夏休み～青菜的暑假～　 14：35～


